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①
「
病
院
完
結
型
」
か
ら
「
地

域
完
結
型
」
医
療
を
め
ざ
す
病
床
機
能

の
再
編
に
伴
い
、
地
域
の
医
療
機
関
等

と
の
連
携
が
一
層
重
要
と
考
え
る
。

　
引
き
続
き
先
進
的
な
診
療
内
容
等
の

情
報
発
信
、
医
療
機
器
や
病
床
の
共
同

利
用
、
地
域
連
携
パ
ス
の
活
用
、
研
修

会
な
ど
を
通
じ
て
円
滑
な
地
域
医
療
連

携
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

②
利
用
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の

個
人
が
行
っ
た
評
価
を
本
市
が
公
表
す

る
こ
と
は
、
他
の
利
用
者
に
対
し
公
的

な
評
価
で
あ
る
と
の
誤
解
を
招
く
お
そ

れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
慎
重
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

も
と
、
地
域
住
民
の
活
動
を
支
え
る
身

近
な
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
整
備
に
取
り

組
む
も
の
で
、
現
在
の
小
学
校
区
を
基

本
に
（
仮
称
）
交
流
館
を
整
備
す
る
。

②　
ま
ち
づ
く
り
の
人
材
育
成
の
場
、

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
・
人
権
啓
発
の

場
な
ど
現
在
の
施
設
の
機
能
を
引
き
継

ぐ
こ
と
を
基
本
に
充
実
を
図
る
。

③
地
域
の
集
会
所
な
ど
の
活
用
も
検
討

す
る
中
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
身
近
な

場
所
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
環
境
整
備
に

努
め
る
。

④
市
政
懇
談
会
で
の
説
明
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
に
よ
り
周
知
に
努
め

る
。

連
石　
武
則

水
曜
会

問

10
月
か
ら
住
民
票
を
有
す
る

全
て
の
方
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知

さ
れ
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
は
希
望

者
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
交
付

さ
れ
る
。
メ
リ
ッ
ト
と
個
人
情
報
保

護
対
策
は
。

答

正
確
な
所
得
把
握
等
が
可
能
に

な
り
社
会
保
障
・
税
の
給
付
や
負
担
の

公
平
化
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
各
種
手
続

き
に
添
付
書
類
が
不
要
と
な
る
等
、
利

便
性
の
高
い
社
会
の
実
現
が
図
ら
れ
る
。

　
個
人
情
報
保
護
対
策
は
、
規
定
さ
れ

た
事
務
以
外
で
の
利
用
を
禁
止
し
、
特

定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
よ
る
監

視
・
監
督
な
ど
を
行
う
。

　
ま
た
シ
ス
テ
ム
面
の
保
護
措
置
で
は

各
行
政
機
関
等
が
保
有
し
て
い
る
個
人

情
報
は
従
来
通
り
個
別
に
保
有
す
る
分

散
管
理
と
し
行
政
機
関
相
互
の
情
報
の

や
り
と
り
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
直
接

用
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
通
信
す
る
場

合
は
暗
号
化
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
市
教
育
の
中
立
性
に

つ
い
て
の
考
え
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
は

問

今
回
の
教
育
委
員
会
制
度
改

革
で
は
、
市
長
が
大
綱
を
策
定
し
、

教
育
長
が
教
育
行
政
の
ト
ッ
プ
に
な

り
教
育
行
政
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
市
長
の
政
治
的
判
断
で
教
育
行
政

が
左
右
さ
れ
な
い
か
、
教
育
の
中
立

性
を
懸
念
さ
れ
る
意
見
も
あ
る
が
、

木
村　
秀
樹

水
曜
会

答

こ
の
た
び
の
改
革
で
は
、
市
長

が
大
綱
を
定
め
る
と
と
も
に
、
総
合
教

育
会
議
を
設
置
し
、
教
育
等
に
関
し
重

点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
に
つ
い
て
協
議

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
地
方
公
共
団
体
の
長
が
教
育

に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
民
意
を
一
層

反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
教

育
委
員
会
が
引
き
続
き
独
立
し
た
執
行

機
関
と
さ
れ
た
趣
旨
を
踏
ま
え
、
今
後

と
も
教
育
の
中
立
性
を
尊
重
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

教
育
の
中
立
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

生
田　
政
代

公
明
党

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に

お
け
る
認
知
症
対
策
は

問

国
の
新

※
　

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で

は
認
知
症
の
人
の
数
が
平
成
24
年
で

約
４
６
２
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
平
成
37
年
に
は
約
７
０
０
万

人
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

①
前
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
お
け

答

①
認
知
症
予
防
の
た
め
の
健
康

教
室
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

専
門
医
等
に
よ
る
「
も
の
忘
れ
相
談
」

や
「
家
族
介
護
支
援
の
研
修
会
」
を
試

行
的
に
実
施
し
た
。

②
専
門
の
医
療
機
関
等
の
情
報
を
掲
載

し
た
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
・
普
及

や
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の

設
置
、
認
知
症
の
高
齢
者
を
地
域
で
支

え
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
配
置
な
ど

に
取
り
組
む
。　

る
認
知
症
の
取
り
組
み
は
。

②
今
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
は
。

予
定
で
あ
る
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
、
番
号
法

で
は
、
個
人
情
報
保
護
対
策
と
し
て
規

定
し
た
事
務
以
外
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
を
禁
止
す
る
な
ど
と
し
て
お
り

シ
ス
テ
ム
面
の
保
護
措
置
で
は
、
各
行

政
機
関
等
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報

を
一
元
管
理
す
る
方
法
で
は
な
く
従
来

通
り
個

別
に
保

有
す
る

分
散
管

理
と
し

て
い
る
。

答

シ
ス
テ
ム
改
修
は
国
が
示
し
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
基
に
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
は
９
月
末
ま
で
に
、
税
務
総
合
シ
ス

テ
ム
は
12
月
末
ま
で
に
自
治
体
間
の
情

報
連
携
機
能
の
部
分
を
除
き
完
了
す
る

門
田　
雅
彦

公
明
党

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応
は

問

シ
ス
テ
ム
の
準
備
状
況
と
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
。

※�新オレンジプラン（認知症施策推進総合戦略）  ： 新たな推計により認知症の人の数が大幅に増加することが見込まれるた
め、平成24年９月に作成された旧オレンジプラン（認知症施策推進５か年計画）を改め、本年１月に策定された。
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